
第２号様式 

 

事業計画書 

 

事業名 Numazu | Art Project 

場所 沼津市内浦三津地内 （旧内内浦郵便局） 

実施予定期間   平成 29 年 7 月 1 日 ～ 平成 30 年 3 月 30 日 

日程 実施項目・作業項目 

  

・ 会場整備：7 月上旬 

 

・ 作家下見：7 月中旬 

 

・ 搬滞在制作：8 月上旬 

各自アトリエで制作した作品を内浦郵便局内搬入作業、建物の空間に合わせ作品

を調整しながら設置を行う。 

 

・ 展覧会：8 月 6 日（日）〜8 日 16（日）（予定） 

 

・ アーティストトークイベント：会期中開催予定 

出展作家による作品解説等 

 

・ 搬出：8 月中旬 

 

・ 記録冊子作成：9 月 

 

・ 次回開催に向けた現地リサーチ 

（空き家・空き地の探索、交渉） 

事業効果 

 

 地域の人が、アートを鑑賞することによって、この地の魅力を見出し、より誇りと

活気に溢れた豊かな町になります。 

 若い作家にとって作品の制作・発表をする場となり、地域の魅力発信に繋がります。 

  

 



 ※評価の視点については、募集の手引きを確認してください。 

公益性 

 

内浦地区では空き家が目立ちます。古く趣のある建物をこの地区を育んで来た歴史の

一部としてとらえ、アート展示に活用します。一人でも多くの人がこの地域に興味を

持つことによって、様々な魅力を見出し、より誇りと活気に溢れた豊かな町になるよ

う、地域に根ざした活動を行います。 

発展性 

 

アートイベントを通じて、作家や地域内外の人々が交流する機会が増えます。そして、

継続していくことによってより多くの人々が訪れ、賑わいが生じ、文化として地域全

体が発展していきます。 

 

地域性 

静岡県東部ではアートを日常的に鑑賞する機会が少ないと感じます。そして、芸術を

志す若い作家にも発表する場所や、機会がありません。そこで、作家がこの地に訪れ

て滞在することによって感じた事を、自身の制作に取り入れることによって、内浦の

景観や関係性を生かした素晴らしい作品を産み出すことができます。 

また、近隣の方々のお宅や学校、施設等を周り、展覧会の鑑賞を呼びかけるとともに、

交流を図ります。 

必要性 

 

アートは目に見える経済効果に結びつきにくいものではありますが、人々の意識をほ

んの少しだけ変える事の出来る力があると信じています。アートイベントを設ける事

によって、多角的に地域の魅力を発見することとなり、次の世代に美しい景観や地域

の温かいコミュニティーを繋いでゆく一端を担います。 

 

先導性 

 

内浦地区では現代アート展示を切り口にしたプロジェクトはこれまでありません。地

域外の若手作家を投入することによって、様々な外部の視点から、地域内の環境を読

み解き表現します。外部と内部をアートによって繋げます。 

＊展示作家について別途添付資料をご参照ください。 

継続性 

 

次年度開催に向け、新規空き家・空き地・商店などの開拓をし、会場を確保します。 

また、展覧会終了後に作成する記録冊子を広報活動に活用し、地域の人びとや市内各

所に理解を仰ぎます。そして、次年度においては企業や銀行、近隣店舗などから助成

金や広告費を得た運営を目指します。 


